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令和６年能登半島地震における被災地支援の状況

【人的支援】

・福山市民病院（ＤＭＡＴ：厚生労働省，ＪＭＡＴ：広島県医師会からの要請）
１月１２日 ＤＭＡＴ５名を石川県に派遣

（医師１，看護師２，医療技術者２）
活動拠点：石川県穴水町

２月 １日 ＪＭＡＴ６名を石川県に派遣予定
（医師２，看護師２，医療技術職１，事務職１）
活動拠点：石川県内

・福山市保健所（広島県からの要請）
１月３０日 保健師１名を派遣予定（県派遣の第６班）
２月１４日 保健師１名を派遣予定（県派遣の第９班）

活動拠点：石川県珠洲市

・福山市上下水道局（日本水道協会広島県支部からの要請）
１月１８日 職員４名を派遣（県支部派遣の第５班～第８班）

車両２台（給水車１台，サポートカー１台）
活動拠点：石川県穴水町

○現在行っている支援の状況



令和６年能登半島地震における被災地支援の状況
○職員派遣及び物資支援について

※被災地からの要請があり次第，
支援できる体制を構築済

・職員派遣（派遣想定期間：2024年1月から3月）

※1班の対応期間を5～6日程度と想定し，
要請期日により班を交代する。

▶罹災証明事務・避難所運営支援
▶被害家屋調査補助
▶被災宅地危険度判定士
▶被災建築物応急危険度判定士 など

・物資支援（備蓄物資から提供）
▶液体ミルク
▶離乳食
▶簡易トイレ
▶携帯トイレ（汚物袋）
▶哺乳瓶 など

【その他支援】

・市営住宅の無償提供（住宅課）
▶受付：１月１１日から開始
▶提供戸数：５戸
▶提供期間：１年

（※復旧状況を踏まえて延長も可能）
▶使用料等：家賃・駐車場は無償

光熱水費は自己負担
家電製品等の生活必需品は市が提供

・義援金
▶受付：１月４日８時３０分から受付開始
▶受付場所：１１施設

（福山市役所本庁舎，松永支所，
北部支所，東部支所，神辺支所，
鞆支所，内海支所，沼隈支所，
新市支所，加茂支所，芦田支所）

▶受付金額：6,468,803円（１月１７日現在）
※日本赤十字社開設口座へ振込

・見舞金
▶広島県市長会と調整中



芦田川流域の渇水の状況について

○ダム貯水量の推移
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芦田川流域の渇水の状況について

2023年（令和5年）11月時点

・台所や洗面所では，こまめに水を止める
・洗濯はまとめて行う
・シャワーは流しっぱなしにしない など

○八田原ダム（井庄原大橋下流）の状況

2024年（令和6年）1月時点

〇節水のお願い

いしょうばら



少子化対策（未婚化・晩婚化への対応等）

子ども・子育て世代の希望をかなえる社会
～福山ネウボラ第２ステージに向けて～

２０２５～２０２４２０２３～２０２２

福山ネウボラ５年間の総括

今後も注力すべき分野
（若者・子育て世代の「５つのニーズ」）

１ 経済的負担の軽減

２ 保育サービスや医療提供体制の充実

３ 遊び場の充実

４ 仕事と子育ての両立

５ 専門的な相談対応

2017～2022

子育て支援の基盤整備
（不安を軽減する 子育てセーフティネット）

〇 切れ目ない子育て支援体制の構築

• 「あのね」市内13か所設置

• 母子保健と子育て支援の一体化 など

〇 支援が必要な家庭の対応強化

• 子ども家庭総合支援拠点 など

１stステップ ２ndステップ 第２ステージの
本格稼働

【行政】
第２期福山市ネウボラ
事業計画の実行
・少子化対策
・子育て支援策
・貧困対策
・子ども・若者支援

など

【市民・企業】
子育てを支えるための
アクション
・家事育児の促進
・働き方改革
・意識啓発

など

福山ネウボラの５つの強化ポイント

１ 出産・子育てにかかる費用の軽減

２ 保育サービスの充実と医療提供体制の確保

５ 気軽に相談できる環境づくり

３ 子どもと楽しめる場所等の創出

４ 仕事と子育ての両立支援

子ども未来づくり
１００人委員会

【目的】

子育てしやすい・したい
と思えるまちづくり
社会全体が子どもを大切に
するまちづくりにつなげる

国の方針を

踏まえて議論〇こども大綱

〇こども未来戦略
閣議決定国の動き

第２期福山市
ネウボラ事業計画
を策定



子ども未来づくり１００人委員会

１００人のメンバーで，「子育てしたい・しやすい」と思えるまちを語り合い，

それぞれのアクションにつなげます！ ※第２期福山市ネウボラ事業計画等に反映

• 子育て世帯（就学前・小・中学生の保護者や祖父母）
• 高校・大学生，市出身の市外大学生
• 企業の従業員（未婚者・既婚者）
• 保育関係，子育て支援団体 など

メンバー

写真は前回の100人委員会の様子

第１回 委員会

✓ 子育てに関する思いを語る
✓ 応援団からのメッセージ

３月２４日（日）

募集期間：１月１９日（金）
～２月１５日（木）

募集人数：８０名 （20名は企業推薦）
※応募多数の場合は抽選

子ども連れＯＫ（託児あり）



子ども未来づくり１００人委員会の開設

１００人委員会

子育て世帯，高校生，大学生

企業従業員・経営者 など

メンバー（100人）

応援団

•著名人（インフルエンサーなど）

•国関係者（こども家庭庁）

•有識者（大学教授 など）

•保育関係者 など

10人程度
支援・助言

参加者で部会を形成（想定３部会）

（仮）結婚したい・子どもがほしいを
応援しよう部会

（仮）子育てを楽しもう部会
（仮）子育て世代を
職場で応援しよう部会

※部会名や話し合う内容はメンバーが決定

全体概要

スケジュール

最終発表に向けて
2か月に1回程度開催

第１回委員会
3月24日

メンバー募集
1月19日
～2月15日

最終発表：12月



“みんなで創る”世界バラ会議福山大会

大会500日前イベント ばらの植え付けについて

●イベント内容

・ばら苗50本の植え付け
（公財）三菱ＵＦＪ環境財団より受贈

・「ローラ」及び「ミャクミャク」によるＰＲ活動

●日時

１月２０日（土） 午前１１時～

●場所

福山駅前広場・三菱ＵＦＪ銀行前植栽帯

2025年日本国際博覧会

（通称｜大阪・関西万博）

公式キャラクター「ミャクミャク」

福山初登場！

ＰＲ活動範囲

植付場所

三菱ＵＦＪ銀行より「ミニばら」

300本プレゼント

5Vol.5



●連携内容

配送用トラックに世界バラ会議福山大会の

シールを貼り，走る広告塔として全国へPR

●車両数

１,000台（集配エリア：全国）

●期間

１月１9日（金）～

※写真（貼付位置等）はイメージ

“みんなで創る”世界バラ会議福山大会

福山通運株式会社とのＰＲ連携について5Vol.5


